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お らし せ行政
からの

　

多
久
市
郷
土
研
究
会
（
会
長　

尾お

形が
た

善ぜ
ん

次じ

郎ろ
う

）
の
研

究
誌
「
丹
邱
の
里
」
１６
号
が
「
梶
峯
城
と
多
久
城
下
町
」

を
特
集
し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
４
版
１
１
０
ペ
ー
ジ
４
０
０
部
発
行
で
、一
部
「
研

修
支
援
費
」
と
し
て
１
，
２
０
０
円
、
中
央
公
民
館
、

多
久
市
物
産
館
、
資
料
館
で
販
売
中
で
す
。

　

研
究
誌
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
が
建

久
年
間
（
１
１
９
０
年
～
）
に
始
ま
る
前
多
久
氏
と
戦

国
時
代
末
期
（
１
５
９
０
年
頃
）
の
後
多
久
氏
の
時
代

と
歴
史
を
特
集
。
第
二
部
は
、
朝
鮮
通
信
使
な
ど
郷
土

研
究
会
会
員
各
自
が
課
題
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
昨
今
の
城
ブ
ー
ム
に
加
え
、
昨
年
、
比
較
的
身
近

な
黒
田
官
兵
衛
が
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、今
回
の
特
集
テ
ー
マ
、発
行
に
至
り
ま
し
た
」

と
意
図
を
語
る
尾
形
会
長
。

　

「
こ
の
研
究
誌
が

地
域
の
人
が
豊
か
な

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
多

久
の
歴
史
を
知
る
一

助
と
な
り
、
地
域
創

生
に
つ
な
が
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
今
後
の

展
望
を
語
り
ま
し
た
。
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国
会
は
９
月
ま
で
会
期
を
延
長
し
て
熱
論
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
国
の
政
策
決
定
は
地
方
に
関
わ
る
改
革
に
も
及
ぶ

の
で
、
そ
れ
ら
に
も
尽
力
し
つ
つ
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
関
係
で
は
国
民
健
康
保
険
の
平
成
3０
年
度
か
ら

の
都
道
府
県
単
位
の
運
営
移
管
が
５
月
２7
日
に
国
会
議

決
。
こ
の
改
革
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審

議
会
・
医
療
保
険
部
会
で
、
多
久
市
の
現
場
視
点
と
市
民

目
線
で
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
意
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
再
生
会
議
は
５
月
1４
日
に
第
７
次
提
言
を
首
相

へ
手
交
し
て
こ
れ
か
ら
制
度
改
革
実
施
の
流
れ
で
す
が
、

中
央
教
育
審
議
会
・
生
涯
学
習
分
科
会
で
、
２1
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
学
び
と
未
来
を
担
う
人
材
育
成
を
念
頭
に
提
案

意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
志
首
長
で
立
ち
上
げ

た
教
育
再
生
首
長
会
議
で
、
自
治
体
レ
ベ
ル
か
ら
も
積
極

的
に
教
育
再
生
を
進
め
る
べ
く
提
言
を
続
け
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
全
国

協
議
会
長
と
し
て
６
月
1０
日
に
政
策
提
言
を
厚
生
労
働

大
臣
へ
提
出
し
、
長
寿
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

1０
月
か
ら
動
き
出
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

は
、
改
革
志
向
の
市
長
に
よ
る
番
号
創
国
推
進
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
そ
の
導
入
と
よ
り
良
い
有
効
活
用
に
つ
い

て
市
民
目
線
に
立
っ
た
研
究
・
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
方
創
生
で
は
、
全
国
市
長
会
総
会
前
日
の
６

月
９
日
に
石
破
大
臣
と
も
お
目
に
か
か
り
、
地
方
の
活
力

創
造
に
向
け
て
尽
力
す
る
思
い
を
交
流
で
き
ま
し
た
。

　

衆
知
を
集
め
て
、
未
来
を
拓
く
新
た
な
創
造
に
挑
む
。

そ
の
姿
勢
と
志
で
さ
ら
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
創
造
発
展
に
向
け
て

市
長
　
横
尾
俊
彦

多
久
の
歴
史
は
こ
の
一
冊
か
ら

 

「
丹
邱
の
里
」１６
号
発
行

胸
を
張
っ
て
１６
人
が
堂
々
と
発
表
！

～
平
成
２７
年
度
青
少
年
育
成
市
民
大
会
・
第
３４
回
多
久
市
少
年
の
主
張
発
表
会
～

　

多
久
市
青
少
年
市
民
大
会
・
多
久
市
少
年
の
主
張
発
表

会
（
多
久
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
・
多
久
市
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
６
月
２０
日
に
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
市
民
大
会
で
は
、
２
団
体
と
３
人
に
対
し
、
青

少
年
育
成
へ
の
功
績
を
称
え
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

主
催
者
に
よ
る
大
会
宣
言
（
案
）
が
提
案
さ
れ
る
と
満
場

一
致
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

団
体　

東
部
太
鼓

　
　
　

西
渓
校　

釈
菜
の
舞

個
人　

石い
し

井い

順じ
ゅ
ん

二じ

郎ろ
う

（
南
多
久
町
）

　
　
　

川か
わ
ち内

野の

嘉よ
し

明あ
き

（
多
久
町
）

　
　
　

諸も
ろ

江え　

啓け
い

二じ

（
西
多
久
町
）

　

多
久
市
少
年
の
主
張
発
表
会
で
は
、
小
学
生
１０
人
、
中

学
生
６
人
が
、
家
族
の
こ
と
や
、
将
来
の
夢
、
命
の
大
切

さ
や
貴
重
な
経
験
な
ど
を
凛
と
し
た
表
情
で
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

審
査
員
講
評
で
は
、
中な

か

川が
わ

正ま
さ

博ひ
ろ

教
育
長
が
「
こ
の
よ
う

な
機
会
は
生
涯
の
財
産
と
な
り
ま
す
。
新
鮮
な
感
覚
で
、

感
動
す
る
心
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
。
ま
す
ま
す
自
分
を

磨
い
て
欲
し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
発
表
会
の
優
秀
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
優
秀
賞
〉

　

田た

中な
か　

莉れ
い

加か

さ
ん
（
中
央
校
６
年
）

　

坪つ
ぼ
の
う
え上　

愛ま
な

加か

さ
ん
（
西
渓
校
６
年
）

　

野の

方が
た　

恵け

委い

さ
ん
（
中
央
校
９
年
）

　

村む
ら

山や
ま　

翔し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
（
中
央
校
９
年
）

▲�発表を終えてみんなで記
念撮影の様子

▼�

丹
邱
の
里
１６
号
を
手
に

す
る
尾
形
会
長


